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お元気ですか


のぶあきです


≪町議会議員だより≫


2009年2月14日号


Tel・Fax：38-4949


滋賀・甲良町在士463





☆首を切られ家を追われて年の瀬に寝るところなし　死ねというのか


☆Ⅹマスも正月もあらぬ金融危機　吾にはさみしき透析暮らし


☆投機マネーを操り稼ぎしアメリカの奇形の経済　破綻しにけり


☆山の見えぬ病室にいて　世界金融危機の明日を恐れる


☆オバマへの期待ふくらむ　世界支配の古いアメリカさようなら


☆株の配当、役員の賞与は増やしつつ派遣の首切る　労働者は起て


☆人間を大切にしない金儲け主義　首切り、公害、戦争、弾圧


☆透析をうけつつベッドにもの思う　ビラ配りし体に還らず


☆戦争して人殺しても儲けるという悲しき論理　今も変わらず








「派遣切り」にあった男性から電話


河瀬駅定例宣伝で甲良民報を受け取った男性から、このほど「派遣切りになった」と電話がありました。派遣先は彦根市内にある大企業の関連会社。派遣元はB社。その男性の訴えによると、「解雇」を受けたのに、離職票がすぐに交付されず、「人数が多いので1か月ほど先になる」というものです。党の担当で現在対応中です。


　全容がわかりしだいお知らせします。





3月議会日程予定


5日の全員協議会で3月議会の日程予定が発表されました。


2月26日：一般質問通告しめ切り


27日：議会運営委員会


3月5日：全員協議会（議案説明）、定例会


6日：定例会（議案提案、一般質問）


この間、各委員会開催


19日：定例会閉会


ご要望・ご意見など


お寄せください





13日、犬上郡３町の議員対象に研修があり、京都新聞滋賀本社の河部光男（かわべ　てるお）氏から「なぜ今医師不足なのか」の題で１時間半の講演がありました。その感想から抜粋・修正して紹介します。





国に「お金がない」との口実で「総医療費抑制」の基本路線がどんな事態をつくっているか、大いに参考になりました。


講師から、今日の医療崩壊を解決する「処方箋」と、村人が生きることを切り開いてきた先駆的な「実践」例である長野県佐久総合病院の若月医師の取り組みと岩手県沢内村の深沢村長の奮戦に学ぶ意義を強調。「政治の観点がいかに、人間の命を最も重要と位置付けたか」との角度で話され、なるほどと思ったところです。


社会保障制度として公的に支えることが、「人が人として生きる」社会をつくりだすことであり、新たな経済発展の原動力となるというプラス面をただしく評価する重要さは、この「後期高齢者医療制度」の背景を論じたレポートを読むようになり、理論的にやっと少し認識（幼稚園児程度ですが）出来るようになったかな、と思いました。


そのレポートは「前衛4月号（2008年）」の小池晃さんの著です。その中に、大村昭人氏の著書から「医療亡国論」を脱却し、「医療立国論」に転換する中心部が引用してありました。


講師が強調されたように、国の「医療政策」である「総医療費抑制」という根本的枠組みを変えないと大変なことになるということ。批判とともに、豊郷病院の存在を示し、「地方でできることは何か。何を優先すべきか」との知恵を集める必要とその可能性を示唆していただきました。自民・公明政治の根幹を突く指摘だったと思います。








廃油アンケートに


ご協力お願いします。


ある町民の方からご意見をいただきました。地球環境・琵琶湖を守るためにも、私たちにできることから始めようと。





１月のある日、入院中の山本惣歳さん（79歳）をお見舞いすると「つくったで～」と、昨年暮れからお正月にかけて創った作品40首ほどの短歌が書かれた広告の紙を受け取りました。元気なころは毎日ほど編み出しておられたのですが、体調を壊されてから何年も「えろうてできん」とブランクがあったのです。私は惣歳さんの気持ちが元気なことで大変うれしくなりました。惣歳さんの作品は一つの課題を連作（10首ほど）で表現されます。実名で投稿してもいいとの承諾をいただいたので、その中から一部を紹介させていただきます。


なお、惣歳さんは、私の転居に際し、住居がなかなか見つからなかったとき、最初に間借りをさせていただき、議席回復のスタートを切らせてくれた方です。














